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2022年度理事会並びに評議員会合同会議が
2022年9月15日（木）東京グランドホテルで開
催されました。
来賓として経済産業省産業保安グループ高圧ガ
ス室の鯉江雅人室長をお迎えしました。
定刻、事務局より本会議が成立している旨報告
し、開会にあたり鈴木副会長より「前回までは、
参加者を限定しての開催でしたが、今回、評議員
全員を対象としての対面での開催は3年ぶりとな
ります。ご来賓として、経済産業省にお越し頂い
ております。本日の会議は、たくさんの議事を協議
することになるので進行に協力をお願いしたい。」
と挨拶されました。
引き続いて深尾会長より「去る6月9日には、3
年ぶりとなる対面形式にて、第79回全溶連総会
を東京で開催いたしました。新型コロナ感染拡大
防止に配慮し、参加者は全溶連会員のみとさせて
いただきましたが、皆様のご協力により無事開催
することできましたこと、あらためまして感謝申
し上げます。
また、来年の第80回全溶連大会につきまして
は、来る6月8日、九州博多で開催することにな
りました。コロナ禍で延期となっていた九州大会
ですが、来年の開催に向け、九州高圧ガス流通保
安連合会が主体となり準備を進めているところで

す。
さて、先般のロシアによ

るウクライナ侵攻の長期化
と、引き続くコロナ禍によ
って、いまだ世界は、社会
的、経済的に大きく混乱し
ております。国内において
は、近年の大規模な自然災
害発生頻度の高まりもあって、我々を取り巻く環
境はこれまでに経験したことの無い多様化したリ
スクに溢れています。
我々全溶連では、こうしたリスクへの対応とし

て、例えば河川の増水に伴う高圧ガス容器の流出
事故の防止など、関係団体と協力して対策の徹底
を図っております。また、高圧ガスは防災対策上
の必要不可欠な資源でもあります。災害時におけ
る保安確保と同時に安定供給に努めるため、関係
機関との連携強化にも注力しております。
こうした取り組みの徹底を図るには、高圧ガス

事業に関わる全ての事業者の皆さんに消費者に対
する保安の周知徹底を図っていただくことが重要
です。
そこで、未だ全溶連に加入していない事業者の

皆さんにも保安確保の啓発に努めて頂けるように
新規加入の勧誘活動にも取り組んでおります。

深尾  会長
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一方で、消費先における高圧ガス災害事故状況
は依然として高水準で推移しています。いずれの
事象においても誤操作・誤判断によるヒューマン
ファクターが上位を占めることも変わりません。
消費先における取扱いガスの特性や機器の使用方
法を再確認いただくことが重要です。引続き緊張
感をもって事故防止に努めて参ります。
放置容器の対策については、今年も10月に
JIMGAと共同で「高圧ガス容器全国一斉特別回
収」を実施する予定です。管理不在の放置容器が
ないか、消費先への周知と確認をお願いして参り
ます。

10月23日からは経済産業省が毎年実施する
「高圧ガス保安活動促進週間」、翌11月には「危
険物運搬車両に対する指導取締」が控えておりま
すのでご周知の程宜しくお願い致します。

我々は全溶連として、今後もより一層充実した
活動を展開して参る所存ですので、皆様のご理解
とご協力をよろしくお願い致します。
それでは、本日の議事の円滑な進行にご協力い

ただきますようお願いして、私の挨拶とさせて頂
きます。」と挨拶されました。

引き続き、深尾会長を議長とし議案審議に入っ
た。

2022年度　
役員構成（期中異動）の件

第1号
議 案

事務局より本年6月の総会以降の理事、評議員、
代議員の方々の期中異動について、代議員は岩手
組合、千葉組合、和歌山組合各1名、群馬組合、山
梨組合、滋賀組合各2名の異動があり、評議員は
岩手組合、群馬組合、埼玉組合、山梨組合、滋賀組
合、和歌山組合各1名の異動があった。単位組合
代表者は岩手組合、宮城組合、群馬組合、埼玉組
合、山梨組合、滋賀組合、和歌山組合の各代表者
が異動、委員会委員については、和歌山組合（総
務委員会）、栃木組合、群馬組合（組織委員会）、
岩手組合（広報委員会）の異動があった旨の報告
を行った。
1号議案は拍手で承認された。

常置委員会の2022年度
活動方針について（7委員会）

第2号
議 案

各委員長より2022年度の活動方針について順
次報告された。

総務委員会（東狐委員長）
2022年度の総務委員会活動計画は総会・大会
の計画および開催準備を基本に活動していく。
第77回、第78回の全溶連総会は、新型コロナウ
イルスの感染拡大の観点から中止としましたが、
今年6月の第79回全溶連総会は、コロナ禍におい

て、参加人数を限定して3年ぶりの対面での総会
を開催することができた。
活動計画・内容について。
⒈来年の6月8日に予定している第80回全溶連大
会九州の開催準備を中心に全体予算の策定、全
溶連会長表彰推薦の準備をしている。
基本的には第76回北陸大会と同じ規模で運

営を考えているが、ご来賓の選定等、九州高圧
ガス流通保安連合会のご協力を頂きながら進め
て参りたい。
また、今年度の7つの委員会の開催について

は、感染リスクを考慮して、オンライン、対面
のハイブリッド形式による開催を予定している。

⒉再来年の第81回全溶連総会は、大阪での開催と
なるので事前準備も併せて進めている。

⒊業界功労者及び国家表彰に関しては、全溶連表
彰規程に基づいて候補者の選任、推薦を進めて
いく。

組織委員会（関口事務局長が代理報告）
組織委員会活動計画は、従来通り組織の整備拡

充と会員増強を基本に活動していく。
活動計画・内容について。
⒈未加入事業者の実態について継続して調査して
いくとともに、単位組合加入で全溶連未加入の
ところに対し、引き続き加入促進を図っていく。

⒉定款に定める7つの委員会を設けて運営、活動
に取り組んでいるが、各委員会における定数を
定めていないため、今後の委員選出に偏りが発
生することが懸念されることから、本年度の各
委員会選任ついてバランスを考えて各組合にお
願いさせて頂いた。
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⒊賛助会員については、引き続き賛助会員の加入
推進に取り組んでいく。

財務委員会（柳川委員長）
財務委員会としては全溶連大会を隔年開催とし
て以来、全溶連財政は大分健全化されてきたが、
更なる財政健全化を目指すことを基本に活動して
いく。
今年6月の第79回全溶連総会は、新型コロナウ
イルス感染対策が継続する中、参加人数を限定し
て、3年ぶりに対面での開催することができた。
ここに来て物価上昇等による委員会活動費の増
額が見込まれる。更に、事業収入である保安文書
関係は、印刷費用の高騰、外出自粛等で各地域の
講習会開催の参加人数の減少により収入減が懸念
される。
活動計画・内容について。
⒈2022年度の収支決算書の作成、2023年度の収
支予算案の作成を中心に活動していく。
⒉収入と支出のバランスを的確に管理、把握しな
がら全溶連財政の健全化を目指したチェック機
能を中心に活動していく。

経済委員会（佐藤委員長）
経済委員会の活動計画は、保安契約締結の重要
性を再認識頂き、より多くの消費先に対して契約
を促進する取組を強化し、合わせて容器指針の効
果的な活用と共に販売店社員教育支援資料の充実
を図り、会員各社の経済面でのサポートができる
よう活動していく。
活動計画・内容について。
⒈商慣行改善運動については保安契約の推進の取
り組み強化、容器による供給において、容器の
所有形態別に個別の契約確認事項を定め保安に
関する契約書の締結推進活動を進めていく。
⒉販売店員のレベルアップを図り、結果的に業績
向上に繋がるお手伝いをさせて頂くのも経済委
員会の目的の一つと考え、保安委員会との連携
し進めていく。
⒊鳥インフルエンザや年間を通じて発生する可能
性が高い豚熱については、炭酸ガス供給側と行
政側との協力により取り組んでいるが、緊急時
の連絡・供給体制が未整備な地域も見受けられ
るので、今後も課題解決に取り組む。
⒋新型コロナウイルス感染による影響で、地域経

済は大きく冷え込んでおり、我々の業界にもそ
の影響が拡大している。テレワークなど、働き
方が変化しており、これまでの様に消費先より
生の情報収集が制約され、情報を共有する機会
が激減した。しかし、消費先で日常的に発生す
るトラブルや課題解決の相談など、生の情報を
共有化して発信せねばならない。

⒌販売店向け保安文書「一般高圧ガス販売時マニ
ュアル」は、内容を見直しながら、改訂版を刊
行する予定で準備を進めている。

⒍高圧ガス販売店の管理不備によって発生する賠
償に備えた賠償責任保険は万一の賠償リスクを
カバーする保険です。未加入会員の方は、この
機会に是非検討願いたい。

⒎SDGsに関する取り組みは時代の流れの中で、
全溶連としても取組まねばならない課題の一つ
として委員会内で協議し、保安委員会の協力を
頂きながら、理事会に承認を頂き来年6月の全
溶連九州大会で発信できればと思っている。

保安委員会（大岡委員長）
2022年度の保安委員会活動計画としては、本

年も自主保安活動の強化を中心とした活動をして
いく。
具体的活動としては
・自主保安活動の強化・推進
・放置容器の発生防止と処理促進への取組
・保安・経済委員会WGの開催

活動計画・内容について。
⒈自主保安活動の強化・推進
自主保安活動としては、保安文書類の定期的

な内容の見直しと新規保安文書の発行を中心に
活動していく。
具体的活動としては、社会変化の問題解決に

あたる保安文書、現状にそぐわない保安文書の
改訂等、優先度を設けて保安委員会内に設置し
ている保安ワーキンググループにおいて策定、
承認といったルールで進めていく。

⒉高圧ガス消費者保安講習の対応について
毎年全国各地で開催している各種保安講習会

は、新型コロナウイルス感染防止の観点から開
催を中止した地域があった。会場収容が従来の
半数に絞られ、外出自粛により今迄の参加者が
望めない等、講習会を開催できないことは高圧
ガス業者として自主保安活動の周知推進に懸念
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している。
高圧ガス設備の機能については、維持・運用
することの必要性を理解し、そのための情報提
供の手段となる保安文書の拡大を図ることが考
えられる。
⒊放置容器の処理促進
高圧ガス保安協会より放置容器の処理事業と
して3年間で1千万円の補助金が出ており、第
6期の最終年度がスタート。今年度の予算枠は
493万円で、内容物不明容器：7本、毒性ガス
容器：2本、アセチレン容器：239本を予定し
ている。
本年も10月1日から31
日までの1ヶ月間を高圧ガ
ス容器特別回収月間として
日本産業・医療ガス協会と
共同して放置容器の回収運
動を進めていく。
⒋保安・経済WGについて
各種保安文書の改訂プロジェクトの立ち上
げ、全溶連の保安文書の改訂及び新刊作業にお
いての、会員協力により実務メンバーを選任し
てプロジェクトを立ち上げ、今後の保安文書全
般を中心に活動していく。

厚生委員会（関口事務局長が代理報告）
厚生委員会活動計画は、従前と同様、団体定期
保険、団体傷害補償、団体医療補償、長期障害所
得補償（GLTD）の加入促進を基本に活動してい
く。
活動計画・内容について。
⒈団体定期保険加入促進キャンペーン
第9弾として、2021年10月から2023年3
月までの期間にて前回のポイント加点見直しに
よるキャンペーンを実施し、上位5組合に対し、
第80回全溶連大会で表彰する。
⒉傷害補償・医療補償・長期障害補償の加入促進
団体傷害補償については、1月は140名減の
3,501名、加入口数は27口減の8,393口となっ
ている。
傷害補償については、1月は1,539名で目標
1,700名を下回り、8月現在では1,525名と14
名減少となった。
また、医療補償においては、1月は147名、8
月現在では145名と若干減少しており、目標の

150名に向けて促進を図っていきたい。
長期障害所得補補償がスタートして以来6年

が経過したが、現在2社のみの加入となってい
ることから、加入を検討頂くようご協力をお願
いします。

広報委員会（関口事務局長が代理報告）
2021年度の広報委員会としては、基本的には従

来通り会報誌の発行を基本に活動して参ります。
活動計画・内容について。
⒈2022年度活動方針について
会報誌の発行（年4回）、ホームページの拡充

を基本的に活動していく。
⒉会報誌発行スケジュール及び記載内容について
特集記事：新春座談会開催先は、「長野県高圧

ガス協会」にて開催することが決定した。
次回お願いする組合については近日中に開催

する広報委員会に諮り、座談会開催のお願いを
させて頂く。
写真コンテストは、今年度で13回目を開催す

る予定であり、奮って応募頂きたい。
また昨年、新たに「高圧ガス川柳」を会員様

に募集したが、今年度も引き続き開催する。
⒊全溶連史発刊について
来年6月に開催する全溶連大会が80回を迎え

ることから、全溶連史の編集作業に取り組み、
6月の大会時に配布する予定である。

⒋全溶連ホームページについて
昨年1月にホームページをリニューアルして

から2年目を迎えたことから、運用面でのサー
ビス向上、セキュリティアップとウイルス対応
にも取り組んでいく。
また、掲載内容についてのご要望等、なんで

も結構ですのでお知らせ頂きたい。

第79回全溶連総会　
収支承認の件

第3号
議 案

事務局より6月9日に開催された第79回総会時
の収支を報告した。
⒈総会収入の部：懇親会を取りやめたことから参
加費用の発生は無し。

⒉支出の部
理事会・評議委員会：311,212円
� （6月・9月・2月予算：1,300,000円）
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総会：614,515円（予算：700,000円）
会場使用料、昼食弁当代、会議資材使用料等の
合計額
⒊引当金充当額：925,727円（予算：2,000,000円）

3号議案は拍手で承認された。

全溶連福祉共済制度の報告第4号
議 案

事務局より福祉共済制度の状況について説明し
た。
⑴全溶連福祉共済制度の運用状況
①団体定期保険の加入状況
2022年8月1日現在加入事業所数320事業
所、加入人員3,428人、加入口数8,159口と
なっている。
②2023年度募集スケジュール
募集開始日	 2022年	10月3日（月）
募集締切日	 2022年	11月4日（金）
効力発生日	 2023年	 1月1日（日）
③各種保険の増減状況（2022年8月1日現在）
団体定期保険…2022年1月比　
� 加入人員▲73名、加入口数▲234口
傷害補償…2022年1月比　

� 加入人員▲14名、加入口数▲  32口
医療補償…2022年1月比　

� 加入事業所±0社、加入人員▲    2名
⑵全溶連賠償責任保険制度について
2022年7月度の募集結果について
加入者数：505社（2021年7月比▲3社）　

加入率56.1％（目標50％）
保険料　：59,954千円

（2021年7月比＋1,643千円）
今後の課題他
2013年7月から従来は対象でなかった施設に
関する賠償責任事故を対象に含め補償範囲を広
げ、会員の皆さんが利用しやすい保険料負担で大
きな補償が得られる内容に改定しているので、今
後の賠償責任保険制度のPR・事故事例の活用に
より加入率アップを中心に取り組んでいく。

4号議案は拍手で承認された。

その他報告事項第5号
議 案

その他報告事項6項目を事務局より報告した。
⒈�全溶連会員状況について
2013年から2022年の会員数の推移の資料に

基づき報告した。
⒉�高圧ガス保安協会年会費按分について
2022年度分の資料に基づき報告した。

⒊全溶連保安文書頒布状況報告
周知文書（2022年版）217,269部、LP用周

知文書は15,427部頒布した。
⒋2022年度全国一斉容器特別回収運動について
資料に基づき報告した。

⒌�放置容器処理事業（特別枠）の実施状況について
2022年度の処理申請状況等を資料に基づき

報告した。
⒍SDGsの取組について
経済・保安WGにおいてSDGsに対する全溶

連取組として、九州大会にて宣言発表したらど
うかとの提案が出され、本会議において審議し
た結果、具体的な宣言を総会で採択し、記念す
べき式典である80回全国大会で発表するよう
な方法で進めることとした。

5号議案は拍手で承認された。

以上ですべての議事が終了し、最後に河西副会
長より「このコロナ禍に加えウクライナ情勢、ま
たアメリカの金利政策の変更による急激な円安に
よってエネルギー、食料、資材、価格の高騰、そ
して資材不足、長納期化、また物流コストの上昇
と我々を取り巻く環境は非常に厳しく不透明な状
況続いています。
しかしながら、私ども高圧ガス販売事業者とし

てはどのような経済環境にあっても高圧ガスの保
安については最優先の課題として取り組まなけれ
ばならないと思っています。
また「全国一斉容器特別回収運動」の放置容器、

停滞容器の早期返却等については、公共の保安を
確保する上で、より一層の自主保安の推進が求め
られます。コロナ禍ではありますが積極的な回収
活動に取り組んでいただき確実に実施をして頂き
たいと思っております。
これからも会員各位、業界団体と連携し、保安
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経済産業省　産業保安グループ　鯉江高圧ガス
保安室長のご挨拶がありました。
「常日頃から高圧ガス保
安行政について、ご協力を
いただき誠に感謝していま
す。
本日は、最近の高圧ガス
保安行政の動向について最
近の重要な三つのキーワー
ド（スマート保安、自主保
安、カーンボンニュートラル）について説明させ
て頂きます。
また、経済産業省では10月23日から29日まで
を高圧ガス保安活動促進週間として定めており、
高圧ガスの保安を促進する取り組みとして活動促
進を定めていますので、少しでも災害を減らすよ
うに、これを機会に皆さんにおかれても是非もう
一度、災害の撲滅について社内にて検討して頂き
たい。」
ご挨拶の後「高圧ガス保安行政の動向につい
て」を講演されました。

1.スマート保安の重要性

・人手不足の中、新たな技術等を活用した保安力
の維持・向上が不可欠であり、新たに求められ
る広範囲・高頻度な点検・微細な異常の検知は、
ドローンやAI、IoT等の新技術との親和性が高
いので既存の検査で人を補助することもでき
る。これら新技術の導入によって事故防止・事
故の発見だけでなく、品質安定・生産性の向上
にもなる。

・5Gの本格導入などデジタル社会の進展、保安人
材の高齢化・不足などの環境悪化の中、官民が
連携し、IoTやAI等の新技術を活用して、産業
保安における安全性を高めるスマート保安を

「高圧ガス保安行政の動向について」
講演

経済産業省　産業保安グループ　鯉江高圧ガス保安室長

強力に推進するために、官民のトップによる
「スマート保安官民協議会」を設置。協議会では
スマート保安の取組を明確化し、その重要性と
取組の方向性を官民で共有する。この共通認識
の下、①企業による先進的な取り組みを促進す
る。②国による保安規制・制度の見直しを機動
的かつ効果的に行う。これによりスマート保安
による一層の安全性向上や企業の自主保安力
の強化を実現するとともに、ひいては関連産業
の生産性向上・競争力強化を図る。

2.自主保安に関して

・保安レベルの向上のため、スマート保安（テクノ
ロジーの活用）へと政策誘導していく観点から
「テクノロジーを活用しつつ、自立的に高度な
保安を確保できる事業者」について、その保安
確保能力を踏まえて手続き・検査のあり方を見
直す。

・現行の認定事業者制度は、今回の新たな認定制
度に統合し、発展的に解消し、①法律上の新た
な制度的措置（認定制度）は1つ（認定対象とな
る全ての事業者は「テクノロジーの活用」が必
要。）②省令上の新たな制度的措置（検査関係）
は、リスク管理レベル等に応じ、2つの措置（A
認定とB認定）に差異化する。
A認定が現行スーパー認定相当、B認定が現

行通常認定相当の保安レベルとなることを想定
①�CBM（Condition Based Maintenance）
の円滑化

②検査等に係る基準・規格の柔軟化
・A認定事業者には、手続面での制度的措置に加
え、検査面での制度的措置を拡充し、比例原則・
リスクベースに基づき、認定事業所間で制度的
措置を差異化。
A認定の認定時、採用する基準・規格のリス

活動の推進を図り、高圧ガス事故防止と新型コロ
ナウイルス感染防止に取り組んで行きましょう。」

という挨拶で閉会となった。

鯉江高圧ガス保安室長
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トを添付し、同時に採用する基準・規格の認定
を受けることも可能とする方向で検討する。
B認定においては、引き続き、KHK/PAJ/
JPCA S0851(2014)によることとするものの
技術的な検証を踏まえ、肉厚測定の間隔（現行
最大2年⇒例えば4年）及び検査時期設定係数
（現行0.5⇒例えば最大0.8）の柔軟化措置を講
じる方向で検討する。

・現高圧ガス保安法における現行の認定制度につ
いて、経過措置期間の設定としては、2022年6
月に法律が公布され有効になるのは、1.5年を超
えない範囲内において政令で定める日として
いるので2023年12月頃に法律が施行される。
現行の制度も、施行日より3年後の2026年
12月頃までは有効で、その間に、新認定の準備
もし、現行の認定と続けながらスムーズに新認
定のスキームに移行するようなことを考えてい
る。

3.カーボン・ニュートラルに関して

・燃料自動車等に係る規制の一元化については、
現状、燃料電池自動車等の駆動用の燃料システ
ム（容器・配管等）に対し、高圧ガス保安法と道
路運送車両法の二法令の規制が適用されてい
るが、2050年のカーボン・ニュートラル達成を
目標に掲げ、燃料電池自動車等の普及が進む
中、事業者と利用者の双方に手続上の負担が生

じていることを踏まえ、一元化する。
①�事業者：高圧ガス保安法と道路運送車両法双
方で登録審査手続きや不具合時対応が必要

②�利用者：高圧ガス保安法上の「容器再検査」
と道路運送車両法上の「車検」を各々受ける
必要。

・道路運送車両法等により安全を確保できる高圧
ガスに関し、新たに高圧ガス保安法の適用除外
とする。具体的には、高圧ガス保安法第3条に
おいて、一定の条件を満たす自動車内の高圧ガ
スを適用除外の対象とする。一方適用除外とな
らない部分（例えば車検が切れた車や、私有地
のみで走行する車検の対象とならない車につ
いては、道路運送車両法の体系下において安全
を確保することができないことから、安全を確
保するためには、引き続き高圧ガス保安法にお
いて規制することが適当である。
新設する新第49条の4の2や第56条新第5項

を含む、高圧ガス保安法の規制が引き続き適用
される。

・規制の一元化については①燃料電池自動車等の
規制の在り方検討会②水素・燃料電池自動車関
連規制に関する検討会③高圧ガス小委員会の 3
つの会議体において議論してきた。具体的な議
論は①で行い、また元々規制改革実施計画
（H29閣議決定）の一部であるため②の公開の
場でも検討。また、高圧ガス保安法に係る制度
改正となることから、③においても議論。

2022年9月1日より全溶連のFAX番号が変更になりましたのでお知らせいたします。

旧番号：03-5296-0435　　新番号：03-5577-5062
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単位組合紹介

所 在 地　〒020-0015
　　　　　岩手県盛岡市本町通一丁目17番13号

TEL：019-623-6471　FAX：019-654-2388
協議会長　飯塚　義浩
会　　員　27事業所
　　　　　（うち　全溶連会員11事業所）

一般社団法人岩手県高圧ガス保安協会
一般高圧ガス協議会

岩手県高圧ガス保安協会は、高圧ガス事業の
公共性に立脚し、業界の健全な発展と自主保安
体制の確立を図り、公共の安全と地域産業の発
展に寄与することを目的に設立されました。
一つの協会組織の中でLPガス、一般高圧ガ
ス、医療ガスの保安活動を一元的に行う全国で
も数少ない団体であり、また、岩手県から保安
検査機関、完成検査機関として指定を受け、消
費者、販売事業者、製造事業者へ安全情報を提
供し、高圧ガス事故の防止に努めております。
一般高圧ガス協議会の主な活動は、毎年の高
圧ガス容器特別回収運動、高圧ガス保安活動週
間の取組みのほか、販売事業者に周知文書、保
安台帳、イエローカード等の各種保安文書の斡
旋等を行っておりますが、これら各種保安文書
は、全溶連作成のものを活用させていただいて
おります。
消費者向けの保安講習会については、昨今の
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、開催
を見送らざるを得ませんでしたが、今後は状況
を見ながら、開催方法も含めて検討したいと考
えております。
容器管理においては、販売事業者、消費者が
法令を遵守し、高圧ガス容器の適正な管理や安
全に消費を行うための自主的な保安活動を促進
することにより、事故の発生や高圧ガス容器の
放置を防止することを目的として、令和2年
12月1日付けで「岩手県高圧ガス容器管理指
針」を策定いたしました。

所有者不明容器が発見されたとの連絡があっ
た場合には、協会事務局職員が現場に出向いて
調査を行い、容器の刻印等から所有者を特定
し、返却手続きまで行う活動もしております。
最近の大きな活動では、高病原性鳥インフル

エンザ発生時における液化炭酸ガスの供給事例
がありました。
昨年11月に秋田県横手市で発生した事例で

は、秋田県庁から容器の不足分について支援要
請があり、本県の会員事業者が対応しました。
また、今年2月に県北部の久慈市で発生した

事例では、県北部に液化炭酸ガスの充填事業所
がないこともあり、現場から100km以上離れ
た盛岡市近郊の会員事業者数社が協力して液化
炭酸ガスを供給し、遺伝子検査の陽性確定から
24時間以内の殺処分完了（約4.2万羽）の実現
に寄与しました。
当協議会としては、これからも高圧ガス事故

の防止と自主保安の推進を図り、関係機関との
連携を図りながら、高圧ガスの保安の確保に努
めたいと考えております。

飯塚義浩会長

建物の解体中、地
面下に埋設されて
いたアセチレン容
器を調査する事務
局職員
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賛助会員の広場

個人ばく露状態を
  トレンドグラフで確認可能！

※オプション使用

個人ばく露状態を
  トレンドグラフで確認可能！

※オプション使用
多くの溶剤を
使用する作業時
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化学物質の
リスクアセスメントに

●気中濃度をリアルタイム監視（瞬時値、平均値、TWA値、STEL値）
●警報機能搭載（TWA、STEL）
●わずか62g※の小型・軽量設計
●NFC内蔵で、ログデータ収集セット（オプション）を使って
　データの取り込みが可能

※電池除く

個人ばく露濃度計 XV-389

〒105-0013
東京都港区浜松町2－6－2（浜松町262ビル 3F）
TEL（03）5403－2703URL　www.new-cosmos.co.jp

首都圏
営業部
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全溶連会員及び会員の従業員及びご家族の方

テーマは自由で季節を問わず人物、風景、名所、
旧跡等の写真で一人3点まで応募できます。
但し、他のコンテスト未応募作品で著作権などの
権利のすべてが応募者に帰属するものに限ります。
なお、応募作品には「タイトル名」「撮影者名」
「会社名」「会社の住所」「会社の電話番号」
を必ず明記ください。

カラー、プリントの場合は2Lサイズ以上
優秀賞 1名 商品券　1万円
佳　作 若干名 商品券　5千円
参加賞 入賞者以外の応募者全員の方に
 クオカード1000円分を贈呈致します。
※優秀作品は会報誌1月号の表紙に掲載させて頂きます。

返却希望のある場合を除いて原則、返却致しません。

〒101-0036
東京都千代田区神田北乗物町12大竹ビル
一般社団法人　全国高圧ガス溶材組合連合会
E-mail : honbu@zenyoren.com

2022年11月30日（水）必着
全溶連広報委員会にて選考

応 募 要 領

業務中以外も補償する
24時間タイプもあります。

団体定期保険
〈事業所加入型〉

訴訟抑制効果が期待できます。

第13回 写真コンテストのご案内
会報誌全溶連の表紙を飾る第13回写真コンテストの
開催にあたり皆様からの写真を募集致します。
奮ってのご応募をお待ちしております。

申込締切日：2022年11月4日（金）　効力発生日：2023年1月1日（日）

全溶連では4種類の福祉共済制度があります。毎年1月1日始期の
定期更新及び新規加入の申し込みが10月からはじまります。
（GLTDのみ始期は4月1日）

全溶連・福祉共済制度の
ご案内

年齢に関係なく掛金は同じです。

傷害補償

長期収入サポート制度
（GLTD制度）

〈団体長期障害所得補償保険〉医療補償
〈団体総合生活補償保険〉

〈団体総合生活
補償保険〉

加入しやすい掛け金で
万一に備える保障

病気やケガに備えた
充実補償

経営者・従業員のみなさまの
業務上のケガを補償

保険料は損金加入が可能
優秀な人材確保につながります

応募作品

応募資格
写真サイズ
表　彰

選　考
締め切り
送り先

作品の返却

お知らせ

第三十九話　「久しくやってない」の巻
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全溶連 会員の皆さまへ

一般社団法人 全国高圧ガス溶材組合連合会

2023年1月より、全溶連・福祉共済制度に「八大疾病一時金補償特約」が追加されます!

この補償は被保険者が八大疾病（がん・急性心筋梗塞・脳卒中・
糖尿病・高血圧性疾患・慢性腎不全・肝硬変・慢性膵炎（注））
を発病し、所定の手術や症状の診断がされた場合に一時金をお支
払いするものです。
（注）糖尿病は、糖尿病性網膜症または糖尿病性壊疽と診断された場合、高血圧性疾患は、

大動脈瘤解離または大動脈瘤と診断された場合をいいます。

お支払する保険金額 一時金 100万円

八大疾病は上記補償の概要に記載する八つの疾病です。
そのうち「三大疾病」と呼ばれるがん、急性心筋梗塞、脳卒中は、
日本人の死亡率の約半分を占める病気です。
その「三大疾病」に加え、代表的な生活習慣病(※)である糖尿病
・高血圧性疾患・慢性腎不全・肝硬変・慢性膵炎もまた罹患率の
高い疾病であり、あわせて「八大疾病」と呼ばれています。
(※)生活習慣病は、食事や運動、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が深く関与し、

それらが発症の要因となる疾患の総称です。日々気を付けていても、年令あるいは
悪い生活習慣の積み重ねにより発症・進行する慢性疾患で、年々増加しています。

「八大疾病」について

この「八大疾病」に罹患して入・通院を余儀なくされた場合、治療費、入院中の雑費、通院交通費など、
さまざまな費目の出費がかかります。
社会環境の変化に伴って急増している生活習慣病のリスクも補償できるため、万一八大疾病を発病した
場合、経済的な不安なく、治療に専念する環境を提供し、早期復職に向けた療養期間を過ごしていた
だくための補償を提供することが福利厚生制度において必要であるという考え方から導入しました。

補償導入の理由

補償の概要について

八大疾病一時金補償特約を導入した背景

八大疾病一時金補償特約 対象範囲と患者数
厚生労働省 患者調査（平成29年）

が ん 179.5万人

急性心筋梗塞 4.7万人

脳卒中 97.3万人

糖尿病 328.4万人

高血圧性疾患 993.8万人

慢性腎不全 39.3万人

肝硬変 5.4万人

慢性膵炎 3.1万人

（2022年9月承認）B22-102122

団体お問合わせ先 一般社団法人全国高圧ガス溶材組合連合会 TEL03-5296-0430

取扱代理店 株式会社星和ビジネスリンク
（住所）〒108-0014 東京都港区芝4-1-23
（電話）0120-288-270
受付時間 月曜日～金曜日 10:00～16:00

（祝日・12/31～1/3を除く。）

このご案内は概要を説明したものです。ご加入にあたっては必ずパンフレットおよび「重要事項のご説明 契約概要のご説明・注意喚起情報のご説明」をあわせて
ご覧ください。また、詳しくは「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご用意していますので、取扱代理店または引受保険会社までご請求ください。ご不明
な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社にお問合わせください。

毎年、連合会会員特典として募集を行う全溶連・福祉共済制度に
“八大疾病を発病し、所定の要件を満たす場合に一時金をお支払いする特約”
を「医療補償プラン」の専用オプションとして新たに追加し、より一層魅力ある
制度となりました。是非、これを機に医療補償プランへのご加入をご検討ください!

医療補償プラン専用特約

New

引受保険会社 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
広域法人開発部営業課
（住所）〒103-8250 東京都中央区日本橋3-5-19
（電話）03-6734-9608

一般社団法人 全国高圧ガス溶材組合連合会
東京都千代田区神田北乗物町12（大竹ビル）
Tel.03-5296-0430　Fax.03-5577-5062

http://www.zenyoren.com/　e-mail:honbu@zenyoren.com

発　行　所 全溶連は、限りある地球環
境の保護に積極的に取り
組んでいます。この印刷物
は環境保護印刷推進協議
会（E3PA）の認証を受け、
グリーンプリンティング認
定工場で作成しました。
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